
静
岡
市
女
性
会
館
で
は
、
毎
年
６
月
23 

日
か
ら
の
男
女
共
同
参
画
週
間
に
ち
な
ん
で
、「
元
祖

カ
ジ
ダ
ン
・
イ
ク
メ
ン
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

写
真
は
、
２
０
１
５
年
度
最
優
秀
賞
。



　
「
前
社
長
の
掛
け
声
で
、『
女
性

に
選
ば
れ
る
企
業
』
を
目
標
と
し
、

２
０
２
８
年
度
に
到
達
と
い
う
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
進
め
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
」
と
担
当
の

人
事
部
人
事
課
・
坪
内
真
美
さ
ん
、

同
人
財
開
発
課
・
米
澤
佑
梨
さ
ん

は
説
明
し
ま
す
。

　
「
女
性
に
選
ば
れ
る
」
と
は
、
女

性
が
就
職
し
た
い
企
業
、
活
躍
で

き
る
企
業
、
女
性
離
職
率
が
低
い

企
業
な
ど
を
象
徴
し
た
言
葉
。
女

性
が
や
り
が
い
を
持
ち
な
が
ら
活

き
活
き
と
安
心
し
て
働
き
続
け
ら

れ
る
企
業
へ
階
段
を
上
が
る
に
は
、

採
用
や
制
度
、
社
員
教
育
等
の
抜

本
的
な
改
革
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

人
事
部
主
導
で
、「
静
鉄
女
子
会
」

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
静
鉄
女
子
会
」
の
開
催
や
他
社
の

女
性
社
員
と
の
交
流
、
ラ
イ
フ
デ

ザ
イ
ン
研
修
な
ど
、
魅
力
的
な
企

画
が
並
ん
で
い
ま
す
。
い
き
い
き

と
働
く
女
性
た
ち
を
訪
ね
る
シ

リ
ー
ズ
第
4
弾
は
、
同
社
の
女
性

活
躍
推
進
活
動
の
中
か
ら
ユ
ニ
ー

ク
な
委
員
会「
し
ず
て
つ 

ぽ
ん
て※

」

を
取
材
し
ま
し
た
。

両
立
支
援 

プ
ラ
ス

人
財
の
育
成
へ

や
意
見
交
換
会
な
ど
を
開
催
し
、

環
境
整
備
へ
の
検
討
が
始
ま
り
ま

し
た
。

女
性
か
ら
選
ば
れ
る

企
業
と
な
る
た
め
に

活
躍
で
き
る
環
境
の
整
備

　

意
見
交
換
会
を
発
展
さ
せ
た「
し

ず
て
つ 

ぽ
ん
て
」
は
、
女
性
社
員

の
意
見
を
集
め
る
一
方
、
活
動
を

社
内
外
へ
浸
透
さ
せ
る
役
ど
こ
ろ

で
、
昨
年
12
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

公
募
に
よ
る
メ
ン
バ
ー
は
鉄
道
部

門
、
不
動
産
部
門
、
ホ
テ
ル
や
リ

ゾ
ー
ト
、
介
護
、
新
規
事
業
推
進

部
門
、
管
理
部
門
な
ど
様
々
な
部

署
か
ら
13
人
、
20
代
〜
30
代
を
中

心
と
し
た
若
い
構
成
で
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
月
に
１
〜
２
回
、

各
回
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
自
分
自

身
の
考
え
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署

や
周
囲
の
人
か
ら
集
め
た
意
見
を

持
ち
寄
り
、「
女
性
か
ら
選
ば
れ
る

企
業
」
と
な
る
た
め
の
意
見
交
換

を
し
て
い
ま
す
。静
岡
鉄
道
は
様
々

な
事
業
や
職
種
が
あ
り
、
考
え
方

も
様
々
で
す
。「
こ
ん
な
制
度
が

あ
っ
た
ら
い
い
ね
」
や
「
こ
ん
な

教
育
が
あ
る
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
上
が
る
」
と
意
見
を
出
し
合
い

女
性
か
ら
選
ば
れ
る

企
業
と
な
る
た
め
に

　
静
岡
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ

ニ
ー
の
一
つ
、
静
岡
鉄
道
株
式
会
社

の
新
卒
採
用
サ
イ
ト
に
は
、
事
業
紹

介
や
会
社
概
要
と
並
ん
で
、「
今
」

を
感
じ
さ
せ
る
女
性
の
活
躍
推
進
の

　

同
社
は
こ
れ
ま
で
も
「
子
育
て

支
援
企
業
」
と
し
て
２
回
の
厚
生

労
働
大
臣
認
定
（
く
る
み
ん
マ
ー

ク
認
定
）
や
、
静
岡
市
の
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
大
賞
授
賞
な
ど
、

両
立
支
援
の
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
２
０

１
３
年
８
月
に
打
ち
出
さ
れ
た
「
女

性
の
活
躍
推
進
方
針
」
は
さ
ら
に

踏
み
込
ん
だ
内
容
で
し
た
。

ゴ
ー
ル
は
２
０
２
8
年
度

▲「しずてつ ぽんて」の様子。所属部署の女性の意見を収集



本社社員約 450 人中、女性社
員の割合は 28％。契約社員、
パート等を含めると女性の割
合は 50％。静鉄グループ全体
の社員数は約 6,600 人、うち
女性の割合は 38％。

CHECK

検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、
働
き
方

も
多
種
多
様
な
だ
け
に
い
ろ
い
ろ

な
意
見
が
出
ま
す
。

　

取
材
し
た
日
は
、
4
月
第
１
回

と
い
う
こ
と
で
、
14
年
度
の
振
り

返
り
や
15
年
度
の
活
動
方
針
が
議

題
に
。
人
事
部
か
ら
の
「
意
欲
が

高
く
、
改
革
・
改
善
を
進
め
、
付

加
価
値
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
人

財
や
、
実
務
遂
行
を
確
実
に
進
め

高
い
成
果
を
出
そ
う
と
す
る
人
財

を
育
成
す
る
取
り
組
み
も
考
え
て

ほ
し
い
」
と
い
う
課
題
に
、「
働
き

に
く
さ
を
感
じ
て
い
る
人
、
困
っ

て
い
る
人
を
対
象
に
し
た
制
度
改

善
は
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
け
れ

ど
、
高
度
な
人
財
育
成
と
な
る
と

負
担
に
感
じ
る
社
員
も
い
る
と
思

う
」「
管
理
職
の
意
識
を
変
え
る
こ

と
が
必
要
。
理
想
と
す
る
管
理
職

の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
（
お
手
本
）
が

い
な
い
」
な
ど
本
音
が
飛
び
交
っ

て
い
ま
し
た
。

先
輩
と
の
関
わ
り
が
収
穫

　

メ
ン
バ
ー
の
「
し
ず
て
つ 

ぽ
ん

て
」
の
感
想
は
―
不
動
産
流
通
事

業
部
藤
枝
営
業
所
所
長
・
菅
原
智

佐
代
さ
ん
は
「
鉄
道
会
社
が
母
体

の
た
め
ハ
ー
ド
面
で
も
シ
ス
テ
ム

面
で
も
男
性
寄
り
に
な
っ
て
い
て
、

な
か
な
か
女
性
の
声
が
届
か
な

か
っ
た
。『
し
ず
て
つ 
ぽ
ん
て
』

は
女
性
の
声
を
伝
え
る
い
い
機
会
」

と
期
待
を
寄
せ
、
入
社
３
年
目
の

石
田
裕
紀
子
さ
ん
は
「
女
性
の
先

輩
社
員
と
関
わ
れ
る
こ
と
が
う
れ

し
い
。
ど
ん
な
こ
と
に
悩
ん
で
き

た
か
知
る
こ
と
が
で
き
て
参
考
に

な
る
」
と
収
穫
を
挙
げ
ま
す
。
多

く
聞
か
れ
た
の
は
「
他
部
署
の
仕

事
が
分
か
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
い

う
声
。
社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
活
性
化
と
い
う
副
産
物
も
あ

り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
引
き
続
き
、
制
度
や

教
育
の
取
り
組
み
に
関
す
る
意
見

を
集
約
す
る
ほ
か
、
広
報
・
周
知

浸
透
活
動
を
進
め
る
た
め
に
も
、

女
性
活
躍
推
進
の
理
解
の
た
め
の

内
容
や
制
度
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
に
意
見
を

出
す
な
ど
、
女
性
活
躍
推
進
活
動

に
協
力
し
て
も
ら
う
予
定
だ
そ
う

で
す
。

静岡鉄道株式会社　本社
静岡市葵区鷹匠一丁目 1番 1号
静鉄鷹匠ビル
TEL：054-254-5117

▲社内報でも女性の活躍推進
　を紹介

▲県内他社との女性社員交流会の様子（同社提供）

注
　「
ぽ
ん
て
」
と
は
イ
タ
リ
ア
語

で
架
け
橋
の
意
味
。「
ひ
と
り
一
人

の
幸
せ
や
、
や
り
が
い
へ
の
架
け

橋
」「
男
女
の
架
け
橋
」「
会
社
と

社
員
」「
社
会
と
会
社
」
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
架
け
橋
を
つ
く
っ
て
い
く

と
い
う
決
意
を
込
め
た
命
名
。
　

▲毎回違うテーマで開かれる「静鉄女子会」（同社提供）

静岡市女性会館は、女性の活躍推進に向けて、地域で活躍する先輩を探し、会える仕組みを構築しました。





親
の
家
の
か
た
づ
け

　 6/20 土

 　6/23 火
～ 6/26 金　

　6/23 火
　6/30 火
　7/7   火

　6/21 日
～ 7/25 土

　6/27 土

　
　7/11 土

　7/29 水
　8/5   水
　8/23 日
　
　9/15 火
～ 9/18 金

　9/26 土

働く女性のキャリア相談

女性のための就職・転職相談

子連れで再出発
～離婚・それからの生活～

ボクらの子育て！ 答えはここに
（全６回）

カジダン・イクメン表彰式 &
親子で、みんなで！ つながりあそび

これからの母娘関係～カウンセリン
グの経験から（信田さよ子氏講演会）

育休ママ応援講座
安心して復職するために（全３回）

女性のための就職・転職相談

働く女性のキャリア相談

「育休復帰ハンドブック」発行

　
4
月
18
日
、
本
年
度
最
初
の
講

座
「
今
か
ら
考
え
る
　
親
の
家
の

か
た
づ
け
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
よ
く
取
り
上
げ

ら
れ
る
テ
ー
マ
と
あ
っ
て
出
席
率

は
高
く
、
活
気
の
あ
る
講
座
が
展

開
し
ま
し
た
。

　
前
半
は
、
葵
区
に
あ
る
城
東
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
主
任
介

護
支
援
専
門
員
の
内
藤
美
恵
子
さ

ん
に
「
片
付
け
ら
れ
な
い
事
例
」

の
報
告
を
、
後
半
は
整
理
収
納
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
中
田
香
苗
さ
ん
（
富

士
市
在
住
）
に
整
理
収
納
の
基
本

を
丁
寧
に
講
義
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
整

理
の
仕
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
聞
き
い
て

や
る
気
が
出
て
き
た
。
継
続
す
る
こ

と
が
大
事
と
い
う
こ
と
な
ど
が
わ

か
っ
た
」「
自
分
が
片
づ
け
ベ
タ
な

の
で
、
整
理
＝
分
け
る
と
い
う
こ
と

を
聞
い
て
勉
強
に
な
っ
た
」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。



図書コーナーは、男女共同参画社会実
現のために、情報の力で女性をエンパ
ワーメントすることを目的とした女性
問題の専門図書館です。
図書・情報の専門スタッフが、より良
い人生をすごしていただくためのお手
伝いをします。
女性、男性を問わずご利用ください。

◆場　　所　静岡市女性会館１Ｆ
◆利用時間　9:00 ～ 19:00
◆休  館  日
　・第 2、4月曜日
　・年末年始（12 月 27 日～ 1月 4日）
　・蔵書点検期間、図書整理日ほか
◆貸出点数
　・図書、雑誌あわせて 5点
　・CD、カセットあわせて 2点まで
◆貸出期間　2週間
◆貸出方法
　貸出には図書コーナー専用の利用者登
　録カードが必要です。
　免許証、保険証など公的機関発行の証
　明書をお持ちくださればその場で発行
　します。

静岡市女性会館相談室では、あなたの悩みを受け止めながら、問
題解決へ向かうためのお手伝いをします。カウンセリング、健康
相談、法律相談のご予約を受け付けています。（無料・事前予約制）

図書コーナーご案内

発行年月：2015 年 6月

                                    

　
5
月
1
日
に
『
男
女
共
同
参
画

統
計
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
ー
日
本
の
女

性
と
男
性
』（
男
女
共
同
参
画
統
計

研
究
会
）
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
3
年
毎
に
発
行
さ
れ
、
内

容
も
改
良
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

は
テ
ー
マ
ご
と
に
都
道
府
県
別
の

数
値
が
詳
細
に
示
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
デ
ー

タ
に
順
位
を
つ
け
て
静
岡
県
の
特

徴
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。
ま
ず
は
、

労
働
力
や
就
業
に
関
す
る
基
礎
的

な
デ
ー
タ
か
ら
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　
静
岡
県
の
女
性
の
労
働
力
率

（
51
・
２
％
、
2
0
1
0
年
）
は
47

都
道
府
県
中
4
位
で
す
。
し
か
し
、

30
か
ら
34
才
女
性
の
労
働
力
率

（
67
・
８
％
）
が
38
位
、
育
児
女
性

有
業
率
（
53
・
０
％
）
32
位
で
す

か
ら
、
出
産
・
育
児
時
期
に
は
退

職
す
る
女
性
が
多
く
、
い
ま
だ
に

M
字
型
カ
ー
ブ
が
強
い
県
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。
た
だ
し
、
育
児
期

に
あ
る
女
性
も
就
業
希
望
者
は
少

な
く
な
い
が
、
静
岡
県
で
は
こ
の

希
望
が
適
わ
な
い
者
が
多
い
（
非

求
職
率
46
・
２
％
、
12
位
）
と
い

う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
結
局
、
高

い
労
働
力
率
は
、
育
児
期
を
す
ぎ

て
再
就
職
す
る
女
性
が
多
い
か
ら

で
す
。
そ
の
結
果
、
非
正
規
雇
用

者
の
割
合
が
多
い
（
58
・
８
％
、

16
位
、
2
0
1
2
年
）
の
で
、
管

理
職
女
性
の
割
合
が
低
く
（
12
・

３
％
、
39
位
、
2
0
1
0
年
）
な

り
や
す
い
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
に

し
て
も
低
い
順
位
で
す
。

　
管
理
職
女
性
の
割
合
は
、
育
児

期
の
女
性
の
労
働
力
率
、
い
い
か

え
る
と
継
続
就
業
の
比
率
と
ほ
ぼ

同
一
順
位
に
あ
り
ま
す
。
静
岡
県

の
場
合
、
管
理
職
女
性
の
比
率
を

高
め
る
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

出
産
・
育
児
期
も
継
続
就
業
可
能

な
仕
事
を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
元
常
葉
大
学
教
授
の
居
城
舜
子
氏
が
、
あ
ら
ゆ
る
数
字
か
ら
女
性

を
取
り
巻
く
環
境
や
現
状
を
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

39 
女
性
管
理
職
の
割
合
、
39
位

新静岡
日吉町

長谷通り

駿府城公園

国道 1号線

北街道

水落交番

市民文化会館

静岡市役所
葵区役所

葵小学校

JR 静岡駅
東京方面名古屋方面


	WAVE　１
	WAVE　２
	WAVE　３ (1)
	WAVE　４再修正
	WAVE　５のコピー
	WAVE　６

